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この度は、弊社製品のお買い上げ誠にありがとうございます。
ご使用前に内容品の確認と使用時における注意事項を熟読頂き、ご理解の上ご使用くださいますようお願い致します。

荷を吊った状態では、レバー操作を
絶対に行わないでください。

必ずたるみを取ってから作業してください。

①セレクトレバーを
　中央の位置にする。

②ブレーキが解除され
　チェーンが
　フリーになります。

ニュートラル状態でブレーキシューが
ロックした場合は以下の要領で解除してください。

①レバーを「⬇」にする。

②チェーンを両方掴んで
　下に引っ張る。

③素早くグリップを
　押し上げるとクラッチが
　外れるので
　フリーになります。

①セレクトレバーを「⬆」の位置にする。

②ハンドホイールを時計方向に回すか、
　チェーンストップリング側のチェーンを
　引くことでチェーンのたるみが取れ
　ブレーキ状態になります。

③グリップを握り、時計方向に操作する。

①セレクトレバーを「⬇」の位置にする。

③グリップを握り、反時計方向に操作する。

【各部名称】
【ニュートラル操作】

【巻上げ操作】

【巻下げ操作】

上フック

下フック

グリップ

ハンドホイール

セレクトレバー

チェーンストップリング

巻上げ 巻下げ
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錆びないようにチェーンにオイルを塗ってください。
本体内部にはオイル等の液体を掛けないでください。クラッチシューが滑る原因になります。
フックの安全ラッチが壊れた物は労働法令により使用不可となります。修理に出してください。
異常を感じた場合は使用をやめ、　修理・点検に出してください。

レバーブロックは重量物を取り扱うため、安全対策を怠ると品物の破損、生命の危機などの
重大な事故を起こす可能性があります。万一のことを考え、下記の日常確認、定期自主点検
および操作使用上の注意をよく読み、慎重にご使用ください。安全第一で作業を行ってください。

オーバーな固定引きや表示トン数以上の荷重を加えての使用、
レバーを故意に長くしての使用はしないでください。

上下フックとチェーンが
曲がらずに一直線になるように
使用してください。

※鋭利な角では絶対に
　使用しないください。

セレクトレバーを「⬇」に
したままで
チェーンストップリング側の
チェーンを引かないこと。
レバーが廻り
顔に当たり危険です。　　　
　　

吊り荷の下に入らないでください。
非常に危険です。

２丁吊りはしないでください。

巻下げすぎず、巻上げすぎをしないでください。

荷重が掛かっているときは
解放レバーをハンマーなどで
打撃をくわえないでください。
ブレーキが解除され吊り荷が落下します。

オーバー荷重操作をして、部品に変形が生じたものは使用しないでください。
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